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Ⅴ-1-10-2 本工事計画に係る設計の実績，工事及び検査の計画 

原子炉本体 
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施設ごとの設計及び工事に係る 

品質管理の方法等に関する実績又は計画について 

 

1. 概要 

  本資料は，本文「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する事項」に基づく「原子

炉本体」の設計に係るプロセスの実績，工事及び検査に係るプロセスの計画について説明

するものである。 

 

2. 基本方針 

  東海第二発電所における「原子炉本体」の設計に係るプロセスとその実績について，

「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する説明書」に示した設計の段階ごとに，組

織内外の部門関係，進捗実績及び具体的な活動実績について説明する。 

  工事及び検査に関する計画として，組織内外の部門関係，進捗実績及び具体的な活動計

画について説明する。 

  適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレードと実績について説明する。 

 

3. 設計及び工事に係るプロセスとその実績又は計画 

  「設計及び工事に係る品質管理の方法等に関する説明書」に基づき実施した，東海第二

発電所における「原子炉本体」の設計の実績，工事及び検査の計画について，「本工事計

画に係る設計の実績，工事及び検査の計画」により示す。 

  また，適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレードと実績について，「適合性

確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレード及び実績（設備関係）」により示す。 
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各
条
文

の
対
応
に
必

要
な
適

合
性
確

認
対

象
設
備
の
選
定

」
に
基
づ
き

，
設
置
許
可
基

準
規
則
，
技
術
基
準
規

則
と
過
去

の
指
針

等
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「
発
電
用

軽
水

型
原
子
炉
施
設

に
関
す
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安
全
設

計
審
査
指
針
」
及
び
解

説
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並
び
に
「
発
電
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原

子
力
設

備
に
関
す

る
技

術
基
準
を
定
め
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省
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及
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解
釈
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し
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追
加
又
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変
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さ
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求
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す
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た
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設
備
又
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計
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設
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」
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出
し
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ウ
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し
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規
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て
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。
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括
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ル
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マ
ネ
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ャ
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し
て

，
条
文
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施
設
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関
係
を
一

覧
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整
理
し
，
ア
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ト
プ
ッ
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し
て

様
式
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取
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た
。
 

  
保

守
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括
グ
ル
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プ
マ
ネ
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ジ
ャ
ー

は
，
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炉
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則
別
表

第
二
，
技

術
基
準
規
則
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様
式
－
2
及
び
様

式
－
4
を
イ
ン
プ

ッ
ト
と
し
て
，

抽
出
し
た

機
器
を
実

用
炉
規
則
別

表
第
二
の

施
設
区
分

ご
と
に

並
び
替
え

る
と

と
も
に
，
各

機
器
に
適
用
さ

れ
る
技
術

基
準
規
則

の
条
文
及
び

条
文
ご
と

に
詳
細
な

検
討
が

必
要
と
な

る
項

目
を
整
理
し
，

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
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し
て
工
認
書
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と
本
工

事
計
画
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関
係
を
様
式
－
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に

取
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と
め

た
。
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Ⅴ
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。
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守

総
括
グ
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ー
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マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
様
式
－
2
で
抽
出
し

た
機
器
に

対
し
，
詳

細
な
検
討
が

必
要
と

な
る

設
計
の
要
求
事

項
を
明
記

し
て
い

る
様
式
－
5
及
び
基
本
設
計

方
針
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て

，
該
当
す

る
条

文
の
基
本
設
計

方
針
に
対

す
る
適

合
性
を
確
保
す

る
た
め

の
詳
細
設

計
を
実
施
し
，
そ
の

結
果
を
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と
し
て
様

式
－
8
の

「
工
認
設
計

結
果
（
要

目
表
／

設
計
方
針
）
」

欄
に
取
り

ま
と
め

た
。
 

 

保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
「
運
用

要
求
」
に

分
類
し

た
基
本
設
計
方

針
を
取

り
ま
と
め
，

（
発

電
管
理
室
）
プ

ラ
ン
ト
管

理
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に

必
要
な
検

討
を
依
頼
し
た

。
 

 

保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
取
り
ま

と
め
た
様

式
－
8
の

「
工
認
設

計
結
果
（
要
目

表
／
設

計
方

針
）
」
欄
に

つ
い
て
Ⅴ
-1
-
10
-1

の
「

3.
3.
3(
1
) 

基
本
設

計
方
針
の
作
成
（
設
計

1）
」
で

明
記
し
て

い
る

条
文
ご
と
の
基

本
設
計
方

針
に
対

す
る
必
要
な
設

計
が
行

わ
れ
て
い

る
か
，
詳
細
な

検
討
が

必
要
な
事

項
に

つ
い
て
設
計
が

行
わ
れ
て

い
る
か

の
２
つ
の
観
点

で
確
認

し
た
。
 

 

基
本

設
計
方
針

の
設
計
要

求
事
項
ご
と

の
詳
細
設

計
の
実
績

を
，
そ
の

実
績
の
レ
ビ
ュ
ー
，
設
計
の

体
制

及
び

外
部
と
の
情
報

伝
達
に
関

す
る
実

施
状
況
を
含
め

て
，
以

下
の
「
1
.
」
以
降
に
示
す

。
（
【

 
】
は
，

本
工

事
計
画
内
の
資

料
と
の
関

連
）
 

 

・
様
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一
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原
子
炉
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却
系
統
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1
.
 

共
通
的
に
適
用

さ
れ
る
設

計
 

 
 

共
通
的
に
適
用

さ
れ
る
設

計
項
目

に
対
す
る
設
計

を
，
以

下
に
示
す

と
お
り
実
施
し

た
。
 

  
 

・
技
術
基
準
規

則
第

4
条

（
設
計

基
準
対
象
施
設

の
地
盤

）
の
適
合

に
必
要
な

設
計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
2.
 
設

計
基
準
対

象
施
設
及
び

重
大
事
故

等
対
処
施

設
の
地

盤
の
設
計
」
で

実
施
し
た

。
 

 
 
・
技

術
基
準
規

則
第

5
条
（
設
計
基
準

対
象
施
設

の
地
震

に
よ
る
損
傷
の

防
止
）
の

適
合
に

必
要
な
設

計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
4
.
 
地
震

に
よ
る
損

傷
防
止
に

関
す
る
設
計

」
で
実
施

し
た
。
 

 
 
・
技

術
基
準
規

則
第

6
条
（
設
計
基
準

対
象
施
設

の
津
波

に
よ
る
損
傷
の

防
止
）
の

適
合
に

必
要
な
設

計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
5
.
 
津
波

に
よ
る
損

傷
防
止
設

計
」
で
実
施

し
た
。
 

 
 

・
技
術
基
準
規

則
第

7
条

「
外
部

か
ら
の
衝
撃
に

よ
る
損

傷
の
防
止

」
の
適
合
に
必

要
な
設

計
を
Ⅴ
-

1
-1
0-
4
の
「

6
, 

自
然

現
象
等
へ

の
配
慮
に
関
す

る
設
計
」

で
実
施

し
た
。
 

 
・
技
術
基

準
規
則
第

9
条
（
発
電

用
原
子
炉

施
設
へ
の
人

の
不
法
な
侵

入
等
の
防

止
）
の
適
合
に

必
要

な
設
計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
8.
 
不
法

な
侵
入
等
の
防

止
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

 
 

・
技
術
基
準
規

則
第

11
条
（

設
計
基
準

対
象
施
設
の

火
災
に

よ
る
損
傷
の
防

止
）
の

適
合
に
必

要
な

設
計
を
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「
9.
 
火

災
に
よ
る

損
傷
の
防

止
」
で
実
施

し
た
。
 

 
 

・
技
術
基
準
規

則
第

12
条
（

発
電
用
原

子
炉
施
設
内

に
お
け

る
溢
水
等
に
よ

る
損
傷

の
防
止
）

の
適

合
に
必
要

な
設
計
を

Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の
「

1
0
. 

溢
水

に
よ
る
損

傷
防
止

設
計
」
で

実
施
し
た
。
 

 
 
・
技

術
基
準
規
則
第

13
条
（

安
全
避
難
通
路

等
）
の
適

合
に
必

要
な
設
計
を
Ⅴ

-
1-
10
-4

の
「
13
. 

安
全
避
難
通
路

等
に
係
る

設
計
」

及
び
「
1
4
. 

非
常
用
照
明

に
係
る
設
計

」
で
実
施

し
た
。
 

 
 
・
技
術
基
準

規
則
第

14
条
（
安
全
設

備
）
の
適

合
に
必
要
な
設

計
を
Ⅴ
-
1-
10
-4

の
「
18
.5
(2
)
a.
(d
) 

原
子
炉
圧
力
容

器
の
脆
性

破
壊
防

止
に
係
る
設
計

」
で
実
施

し
た
。
 

「
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設

」

参
照
 

                 

 

適
合
性
確
認
対
象

設
備
の
各
条
文
へ

の
適
合
性
を
確
保

す
る
た
め
の
設
計

（
設
計

2）
 

(
3
.
5
調
達
)

設
備
設
計
に

係
る
調
達
管

理
の
実
施
 

NT2 補① Ⅴ-1-10-2 R2 
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

－
 

◎
 

－
 

○
 

2
.
 

原
子
炉
本
体
の

設
計
 

保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
様
式
－

2
及
び
基
本

設
計
方

針
を
イ
ン
プ
ッ

ト
と
し

て
，「

1.
 

共
通

的
に
適
用
さ
れ

る
設
計
」

を
除
き

原
子
炉
本
体
に

必
要
な

設
計
の
要

求
事
項
に
変
更
が
な
い
こ
と
，

ま
た
，
「
1.
 
共
通
的

に
適
用
さ

れ
る
設
計
」
を
除

き
原
子
炉
本
体

と
し
て
基

本
設
計
方

針
を
受

け
て
新

た
に

設
計
が
必
要
な

項
目
が
な

い
こ
と

を
確
認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と

し
て
設
計
資
料
に
取

り
ま

と
め
，
レ
ビ
ュ

ー
し
，
承

認
し
た

。
 

 

・
設
計
資

料
（
原
子
炉
本

体
）
 

    

      

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
3
) 

 

 
－
 

◎
 

－
 

○
 

保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-
1-
1
0
-1

の
「
3
.
3
.3
(
1
) 

基
本
設
計

方
針
の
作
成

（
設
計

1）
」
及

び
Ⅴ
-1

-1
0-
1
の
「
3.
3
.3
(2
) 

適
合
性
確
認

対
象
設
備
の
各
条
文
へ
の

適
合
性
を

確
保
す

る
た
め

の
設

計
（
設
計

2
）
」
に
基
づ
き

作
成
し
た

設
計
資
料

に
つ
い
て
，

原
設
計
者

以
外
の
者

に
検
証

を
実
施
さ

せ
，

承
認
し
た
。
 

 

・
設
計
資

料
（
原
子
炉
本

体
）
 

 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
4
) 

 

 
－
 

◎
 

－
 

○
 

 
保

守
総
括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
Ⅴ
-1
-1
0-
1
の
「
3.

3.
3(
4)
 

工
事
計
画
認
可

申
請
書

の
作
成
」

に
基

づ
き
，
適

用
さ
れ
る

要
求
事

項
の
抜
け

が
な
い
よ
う
に

管
理
し

て
作
成
し

た
基
本
設
計

方
針
（
設
計

1）

及
び

適
用

さ
れ

る
技

術
基

準
の

条
項

に
対

応
し

た
基

本
設

計
方

針
を

用
い

て
実

施
し

た
詳

細
設

計
の

結
果

（
設
計

2）
を
も

と
に
，
工
事
計

画
と
し
て

整
理
す
る

こ
と
に
よ
り

，
本
工
事

計
画
認
可

申
請
書

案
を
作
成

し
た

。
 

  
保

守
総
括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
Ⅴ
-
1
-
10
-1

の
「
3
.3
.
3
(4
)
d
. 

工
事
計
画

認
可
申

請
書
案
の

チ
ェ

ッ
ク
」
に
基
づ

き
，
作
成

し
た
工

事
計
画
認
可
申

請
書
案

に
つ
い
て

，
確
認
を
行
っ

た
。
 

 

・
工
事
計

画
認
可
申
請
書

案
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
5
) 

 

 
○
 

◎
 

－
 

○
 

 
Ⅴ

-
1-
1
0
-1

の「
3.
3.
3(
3)
 
設

計
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

に
対
す
る
検
証
」
及
び

Ⅴ
-1
-1
0-
1
の
「
3.
3.

3(
4)
d.
 

工
事

計
画
認
可
申
請

書
案
の
チ

ェ
ッ
ク
」
を
実
施
し

た
工
事
計
画
認

可
申
請
書

案
に
つ
い

て
，
保
守

総
括
グ

ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，
作

成
し
た

資
料
を
取
り
ま

と
め
，

Ⅴ
-1
-1
0-
1
の
「
3.

3.
3(
5)
 
工

事
計
画
認

可
申

請
書
の
承
認
」

に
基
づ
き

，
原
子

炉
施
設
保
安
運

営
委
員

会
へ
付
議

し
，
審
議
及
び

確
認
を

得
た
。
 

 

ま
た

，
工
事
計

画
認
可
申

請
書
の
提
出

手
続
き
を

主
管
す
る
（
発
電
管
理

室
）
プ

ラ
ン
ト
管
理
グ

ル
ー
プ

マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
原

子
力
規
制

委
員
会
及

び
経
済
産

業
大
臣
へ
の

提
出
手
続

き
の
た
め

，
発
電
管

理
室
長

の
承

認
を
得
た
。
 

 

・
原
子
炉

施
設
保
安
運
営

委

員
会

議
事
録
 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
1 

3
.
4
.
2 

3
.
4
.
3 

3
.
4
.
4 

 
 

－
 

◎
 

○
 

△
 

 
工

事
を
主
管
す
る

グ
ル
ー
プ

の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
Ⅴ
-1
-
1
0
-1

の
「
3
.
4.
1
 
本
工
事
計

画
に
基

づ
く
具

体
的

な
設
備
の
設
計

の
実
施
（

設
計

3）
」
に
基
づ

き
，
本
工
事
計

画
を
実
現

す
る
た
め

の
具
体

的
な
設
計

を
実

施
し
，
決
定
し

た
具
体
的

な
設
計

結
果
を
様
式
－
8
の
「
設
備

の
具
体
的

設
計
結
果

」
欄
に

取
り
ま
と

め
る

。
 

  
原

子
炉
本
体
に
関

し
て
は
，
「
1
.
 
共

通
的
に
適

用
さ
れ
る

設
計
」
を
除
き

技
術
基
準

規
則
の

要
求
事
項

に
変

更
は
な
く
，
設

備
の
変
更
は

行
っ
て

い
な
い
た
め
，
工
事
を
主

管
す
る
グ

ル
ー
プ
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，

本
工

事
計
画
に
お
け

る
調
達
を

実
施
し

て
い
な
い
。
 

  
工

事
を
主
管
す
る

グ
ル
ー
プ

の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
適
合
性
確
認

検
査
の
計

画
検
討
時

に
，
追
加

工
事
が

必
要

と
な
っ
た
場
合

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-
1
の
「
3.
5
 
本

工
事
計
画
に

お
け
る
調
達

管
理
の
方

法
」
に

基
づ
き
，
供

給
者

か
ら
必
要
な
調

達
を
実
施

す
る
。
 

 
調

達
に
当
た
っ
て

は
，
Ⅴ
-1
-
10
-1

の
「

3.
5.
3(
1
) 

調
達
文

書
の
作
成
」
及
び
様
式
－

8
に
基
づ
き
，
必

要
な

調
達
要
求
事
項

を
「
調
達

文
書
」

へ
明
記
し
，
供

給
者
へ

の
情
報
伝

達
を
確
実
に
行

う
。
 

・
様
式
－

8 

 
 
基
準

適
合
性
を
確
保

す

る
た

め
の
設
計
結
果

と

適
合

性
確
認
状
況
一

覧

表
 

・
調
達
文

書
 

・
検
査
計

画
 

 

設
計
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に

対
す
る
検
証
 

工
事
計
画
認
可
申
請
書
の

作
成
 

工
事
計
画
認
可
申
請
書
の

承
認
 

本
工
事
計
画
に
基

づ
く
具
体
的
な
設

備
の
設
計
の
実
施

（
設
計

3）
 

(
3
.5

調
達
)

工
事
及
び
検

査
に
係
る
調

達
管
理
の
実

施
 

(
3
.5

調
達
)

工
事
及
び
検

査
に
係
る
調

達
管
理
の
実

施
 

具
体
的
な
設
備
の

設
計
に
基
づ
く
工

事
の
実
施
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

検
査
を

主
管
す

る
グ

ル
ー
プ
の

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-
1
の

「
3
.
4
.3
 

適
合

性
確

認
検

査
の

計

画
」
に
基

づ
き
，
本
工
事
計
画

の
対
象
設
備

が
，
技
術

基
準
規
則
の

要
求
を
満

た
し
た
設

計
の
結

果
で
あ
る

本
工

事
計
画
に
適
合

し
て
い
る

こ
と
を

確
認
す
る
た
め

の
適
合

性
確
認
検

査
を
計
画
す
る

。
 

検
査
を

主
管
す
る

グ
ル
ー

プ
の

マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性

確
認
検

査
の
計

画
に

当
た
っ

て
Ⅴ

-1
-1

0-
1

の
「

3.
4.
3(
1
）
適
合
性

確
認
検
査
の
方

法
の
決
定

」
に
基
づ

き
，
検
査
項

目
及
び
検

査
方
法

を
決
定
し

，
様

式
－

8
の

「
確
認
方

法
」
欄
へ

明
記
す
る
。
 

 

検
査

の
取
り
ま

と
め
を
主

管
す
る
グ
ル

ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性
確
認

検
査
を
実
施
す

る
た
め

の
全

体
工
程
を
Ⅴ
-
1-
10
-1

の
「
3.
4.
4 

検
査
計
画

の
管
理
」
に
基

づ
き
管
理

す
る
。
 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
5 

3
.
6
.
2 

 
 

－
 

◎
 

－
 

△
 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.3
(1
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

方
法

の
決
定
」
で
計

画
し
た
適

合
性
確

認
検
査
を
実
施

す
る
た

め
，
Ⅴ
-
1
-
10
-1

の
「

3.
4.
5(

1)
 
適
合
性

確
認

検
査
の
検
査
要

領
書
の
作

成
」
に
基

づ
き
，
以
下

の
項
目
を

明
確
に
し

た
「
検
査
要
領

書
」
を
作

成
し
，

主
任

技
術
者
の
確
認

及
び
品
質

保
証
責

任
者
の
審
査
を

経
て
制

定
す
る
。
 

 ・
検

査
目
的
，
検
査

対
象
範
囲

，
検
査

項
目
，
検
査
方

法
，
判

定
基
準
，

検
査
体
制
，
 

不
適

合
管
理
，
検
査
手
順
，
検

査
工
程

，
検
査
概

要
，
検
査
用

計
器
一
覧

，
検
査
成

績
書
の
事
項
 

 

工
事

又
は
検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー
プ

の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「
3
.6
.2
 
識
別
管

理
及
び

追
跡

可
能
性
」
に
基

づ
き
，
適

合
性
確

認
検
査
対
象
設

備
を
識

別
す
る
。
 

 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.5
(3
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

体
制

」
に
基
づ
き
，

適
合
性
確

認
検
査

の
体
制
を
構
成

す
る
。
 

 

検
査

員
は
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「

3.
4.
5(

4)
 
適
合

性
確
認
検
査

の
実
施
」

に
基
づ
き

，
「
検
査
要

領
書
」

に
基

づ
き
確
立
さ
れ

た
検
査
体

制
の
下

で
適
合
性
確
認

検
査
を

実
施
し
，
そ

の
結
果
を
検

査
実
施

責
任
者
に

報
告

す
る
。
 

 

報
告

を
受
け
た

検
査
実
施

責
任
者
は
，
適
合
性

確
認
検
査
が
検

査
要
領
書

に
基
づ
き

適
切
に
実
施

さ
れ
た

こ
と

及
び
検
査
結
果

が
判
定
基

準
に
適

合
し
て
い
る
こ

と
を
確

認
し
た
の

ち
，
検
査
を
主

管
す
る

グ
ル
ー
プ

の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
及

び
主
任
技

術
者
に

報
告
す
る
。
 

 

・
検
査
要

領
書
 

・
検
査
記

録
 

 

 
 
 
 

 
：
必

要
に
応

じ
実
施

す
る
。
 

適
合
性
確
認
検
査
の
実
施
 

適
合
性
確
認
検
査
の
計
画
 



 

 

6
 

様式－9 

適合性確認対象設備ごとの調達に係る管理のグレード及び実績（設備関係） 

設備区分／系統／機器区分 機器名 

重
要
度
分
類 

本
文
品
質
保
証
計
画 

「
７
．
３ 

設
計
・
開
発
」
の
適
用
有
無 

本
文
品
質
保
証
計
画 

「
７
．
４ 

調
達
」
の
適
用
有
無 

備 考 

原
子
炉
本
体 

炉
心 

炉心形状，格子形状，燃料集合体数，

炉心有効高さ及び炉心等価直径 
－ 炉心形状，格子形状等 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

燃料材の種類，燃料集合体平均濃縮

度又は富化度，燃料集合体最高燃焼

度及び核燃料物質の最大装荷量 

－ 燃料材 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

炉心支持構造物 

炉心シュラウド

及びシュラウド

サポート 

炉心シュラウド 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

シュラウドサポート 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

上部格子板 上部格子板 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

炉心支持板 炉心支持板 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

燃料支持金具 

中央燃料支持金具 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

周辺燃料支持金具 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

制御棒案内管 制御棒案内管 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉圧力容器本体並びに監視試験

片 
－ 原子炉圧力容器 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

原子炉圧力容器支持構造物 

支持構造物 原子炉圧力容器スカート 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

基礎ボルト 原子炉圧力容器の基礎ボルト 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

原子炉圧力容器付属構造物 

原子炉圧力容器

スタビライザ 
スタビライザ（原子炉圧力容器～しゃへい壁間） 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

原子炉格納容器

スタビライザ 
スタビライザ（しゃへい壁～格納容器間） 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

中性子束計測ハ

ウジング 
中性子計測ハウジング 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

制御棒駆動機構

ハウジング 
制御棒駆動機構ハウジング 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

制御棒駆動機構

ハウジング支持

金具 

制御棒駆動機構ハウジング支持金具 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

ジェットポンプ

計測管貫通部シ

ール 

ジェットポンプ計測管貫通部シール 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

差圧検出・ほう酸

水注入配管 

差圧検出・ほう酸水注入管（ティーより N10 ノズ

ルまでの外管） 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

原子炉圧力容器内部構造物 

蒸気乾燥器の蒸

気乾燥器ユニッ

ト及び蒸気乾燥

器ハウジング 

蒸気乾燥器ユニット 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

蒸気乾燥器ハウジング 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

気水分離器及び

スタンドパイプ 

気水分離器 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

スタンドパイプ 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

シュラウドヘッ

ド 
シュラウドヘッド 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

ジェットポンプ ジェットポンプ 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

スパージャ及び

内部配管 

給水スパージャ 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

高圧炉心スプレイスパージャ 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

低圧炉心スプレイスパージャ 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

残留熱除去系配管(原子炉圧力容器内部) 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

高圧炉心スプレイ配管（原子炉圧力容器内部） 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

低圧炉心スプレイ配管（原子炉圧力容器内部） 
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

差圧検出・ほう酸水注入管（原子炉圧力容器内部）
既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
 

中性子束計測案

内管 
中性子計測案内管 

既設設備であり，当時の調達管

理に基づき実施している。 
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